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支配株主等に関する事項について 

 

当社の親会社であるＳＢＩホールディングス株式会社及びＳＢＩノンバンクホールディングス株式

会社について、支配株主等に関する事項は、以下のとおりとなりますので、お知らせいたします。 

 

１．親会社、支配株主（親会社を除く）、その他の関係会社又はその他の関係会社の親会社の商号等 
 

（2024年３月 31日現在） 

名称 属性 

議決権所有割合（％） 
発行する株券等が上場されている 

金融商品取引所等 
直接 
所有分 

合算 
対象分 

計 

ＳＢＩホールディン
グス株式会社 

親会社 － 63.15 63.15 
株式会社東京証券取引所 
プライム市場 

ＳＢＩノンバンク
ホールディングス株
式会社 

親会社、 
主要株主 

かつ筆頭株主 

63.15 － 63.15 － 

 

 

２．親会社等のうち、上場会社に与える影響が最も大きいと認められる会社の名称及びその理由 

上場会社に与える影響が最も大きいと認められ

る会社の商号又は名称 
ＳＢＩホールディングス株式会社 

その理由 

ＳＢＩホールディングス株式会社は、100％子

会社であるＳＢＩノンバンクホールディングス

株式会社を通じて、当社の議決権所有割合の

63.15％を間接保有しています。ＳＢＩホール

ディングス株式会社及び同社の子会社（以下、

「ＳＢＩグループ」）においては、ＳＢＩホー

ルディングス株式会社がグループ全体の基本方

針・戦略決定やグループ間のシナジー施策を推

進しているため、当社に与える影響が最も大き

い親会社はＳＢＩホールディングス株式会社で

あります。 

 

 

３．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

（１）親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付け等 

ＳＢＩホールディングス株式会社は、当社の議決権の 63.15 ％（合算対象分を含む）を所有

する親会社であります。当社は、ＳＢＩグループの中で、金融サービス事業のうち銀行関連事

業における主要構成企業の１つとして位置付けられております。  
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（２）親会社等やそのグループ企業との取引関係や人的関係及び独立性の確保について 

当社グループは、多様な金融サービス、卓越したオペレーション、パートナーネットワーク

を通じて、お客さまにとってファーストチョイスとなる住宅金融のリーディングカンパニーと

なることを目指しています。より多くのお客さまのライフステージに応じた住まいの実現を住

宅金融を通じて支援するために、ＳＢＩグループ企業各社と親密な関係を保ち、ＳＢＩグルー

プのネットワーク、知名度を活かしたビジネスを展開することで、相互のシナジー効果によっ

て競争力の強化を図ることができるものと考えております。 

具体的には、2023 年８月に株式会社ＳＢＩ新生銀行と共同開発した変動金利商品をリリース

し、また、住信ＳＢＩネット銀行株式会社との間では、銀行代理商品の取扱いを開始するなど、

変動金利商品のラインアップ拡充及び拡販を進めています。 

さらに、2023年 12月にＳＢＩグループ企業であるＳＢＩエステートファイナンス株式会社を

株式交換により完全子会社化したことで、同社グループが提供する不動産担保ローン、売却つ

なぎローン、仕入資金ローン、リースバック等の取扱いを開始し、お客さまや不動産事業者の

ニーズに対して住宅ローンに限定されず、幅広いソリューションを提供することが可能となっ

たことに加え、同社グループの各店舗など、さまざまな販売チャネルを拡大して提供すること

で、より大きな市場により効率よくアクセス可能な体制を整備しました。 

役員の人的関係については、2024年６月 30日現在、ＳＢＩグループ各社の役員の、当社役員

の兼務はありません。また当社役員の、ＳＢＩグループ会社での役員の兼務はありません。従

業員の出向派遣や受け入れについては、2024 年３月 31 日現在、ＳＢＩホールディングス株式会

社から、６名の従業員を受け入れております。 

上記のとおり、当社役員は 2024 年６月 30 日現在、ＳＢＩグループ会社での役員の兼務はな

く、独自の経営判断が行える状況にあると考えております。 

加えて、当社は、当社と支配株主又はその子会社との間の重要な取引において、少数株主の

利益を保護するため、支配株主又はその子会社との利益相反リスクについて適切に審議、検討

することにより、コーポレート・ガバナンスの充実を図ることを目的として、取締役会の諮問

機関である特別委員会を設けております。同委員会は、独立社外取締役を含む支配株主からの

独立性を有する者３名以上にて構成され、支配株主又はその子会社と当社との間の重要な直接

取引等について、少数株主の利益保護の観点から審議・検討を行い、取締役会に答申しており

ます。なお、上記のＳＢＩグループ各社との様々な提携、取引等についても、特別委員会の答

申に基づき、取締役会で決議しております。 

以上により、当社はＳＢＩグループからの独立性が確保されています。 

 

４．支配株主等との取引に関する事項 

 当社と、ＳＢＩホールディングス株式会社及びそのグループ会社との間の2024年３月期における

重要な取引の概要は以下のとおりであります。

種類 
会社等の 

名称 

議決権等の

所有（被所

有）割合 

（％） 

取引内容 
取引金額 

（百万円） 
科目 

期末残高 

（百万円） 

親会社 

ＳＢＩノン

バンクホー

ルディング

ス株式会社 

被所有 

直接63.1％ 
株式交換 9,478 

関係会社 

株式 
9,478 

同 一 の 親

会 社 を 持

つ会社 

新 生 信 託

銀 行 株 式

会社 

－ 

住 宅 ロ ー

ン 債 権 流

動化 

26,320 － － 

（注）１．株式交換につきましては、2023年12月１日を効力発生日として、当社を株式交換完全親会社、当社の親

会社であるＳＢＩノンバンクホールディングス株式会社の完全子会社であるＳＢＩエステートファイナンス

株式会社を株式交換完全子会社とするものです。 
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本株式交換の方法、株式交換に係る割当ての内容は以下の通りです。 

① 本株式交換の方法 

当社を株式交換完全親会社、ＳＢＩエステートファイナンス株式会社を株式交換完全子会社とする株式

交換。ＳＢＩエステートファイナンス株式会社の株主であるＳＢＩノンバンクホールディングス株式会社

には、本株式交換の対価として、当社の普通株式を新たに発行し割当てました。 

 

② 本株式交換に係る割当ての内容 
 

 
当社 

（株式交換完全親会社） 

ＳＢＩエステートファイナンス 

株式会社 

（株式交換完全子会社） 

本株式交換に係る割当比率 １ 3,862 

株式交換により交付する株式数 当社の普通株式：8,631,570株 

 

③ 株式交換比率の算定方法 

当社は、独立した第三者算定機関の算定結果を参考に、当社及びＳＢＩエステートファイナンス株式会

社の財務の状況、資産の状況、将来の事業活動の見通し、ＳＢＩエステートファイナンス株式会社及びＳ

ＢＩノンバンクホールディングス株式会社との間で利害関係を有しないメンバーで構成される特別委員会

から取得した答申書、並びにリーガルアドバイザーからの法的助言等を総合的に勘案し、ＳＢＩエステー

トファイナンス株式会社との間で株式交換比率について慎重に協議を重ねた結果、最終的に本株式交換に

おける交換比率は独立した第三者算定機関が算定した株式交換比率の範囲内であり、当社の株主にとって

不利益なものではないと判断いたしました。 

 

（注）２．住宅ローン債権流動化につきましては、住宅ローン融資実行金額や市場金利を参考に、契約により決定

しております。 

 

５．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

前記のとおり、支配株主又はその子会社との間の重要な取引については、独立社外取締役を含

む支配株主からの独立性を有する者３名以上にて構成される特別委員会において、少数株主の利

益保護の観点から審議・検討を行っており、その結果を取締役会に答申しております。 

 

以 上 


